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描 + α (由) M + 打 が,に対応する七一 行 声瞳 素 をT晋′警 (む)と､
′
free sもate を IMa(o')> と書 くと
･T望′賢く伽,-< Ma(W日 長liM,打 W,>
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ただし､ iMa(α)>-揮>事α(a)>O ここそ壬a(60)>はエネ
ル ギー a･J,ス ピンaの自由電子の汝態､ t班> は,不純物スピンとフェル ミ面
まで堅 く凍 結した電子ガスの状態を示す｡
(3) か ら過程 (2) に対応する次の4つの もー 行列要素を計算するO
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ただし､ Q†戸'畠Z, QH--qZ, QH-ST ･Q"-STQIFS十
で ある｡
一品 β(p)妻ヲGa?(y,p) ‡(W)〒 号地 F~∫~ ㌃ P､りF.' -､}′｢ 7 a'L なり
と書くと (8) か らt7aβを求める･4ケの連立方程式をうるO∫ ∫
〔卜謝 I(a) 〕釦 (p)｢粛
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? ? ?



















抄+〔上 面 Ai=(也)〕創 (p)-0(9)
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似な しに､ も 行ー列要素を うることができる｡
‡回 を評価するO積分.に直 し､状態密度をフェル ミ面での債 pで置 きかえ､
C<:i
I伺ニー pjdE












∫ J ∫(1+粛(S+蝋 拙 い 膏 S瑚 -1+膏 瑚 -(i)2S(a+BI2(a)
で､ 忘〕2の項をtruncateすると､J< 0でのみ共鳴するとい う (しかも/
スピンの長さに依存 しない共鳴点を与えるとい う)結果を得る,_hまの問題で
也I
臥 (Jノ2N)pin- -1の寄与を与え うる.無限に続 くsingular な摂動
項を集めることが晶 されるから､上のような truncaもi.･n が異去結果を与
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える｡この可能性については,Nagaoka4)が彼自身の取扱い2)につい て 注 意
している通bであるo
次に､変換行列Uを嵐いて､ LS+チ ,M+与>,巨卜与,M+す> を
baseとする表示へ移る｡
? ?? ? ? ?
? ?
























また､対角化 し左S一行列要素 S孟帖 S昌回 は JosT, 函数による表現になるo










して､対角化された表現を うるO この とき､eigenphasesbiftの Sum
ruleとして､ i由ucedelectronspinpoユaTizationを求めることは
興味のある問題である｡
我 々の､モデルとしては明 らかな仮定と.=その限bでは精確な答から､正 し
い答 として次のような予想がで きー各,
1)ここで全部落されている exchang scatteringの過程を全部拾い集める
とスピンの長さに依 らない結果を構え50)もう1つの別の (歩高)可能性と して
2)Subl,Nagaoka,AbTikosovは1に述べたようなgTy毎もe議aticもrun-
cationをやっているのかもしれな伍｡B揖こ,完全性の証明があるわけ七はな
いか ら､ この場合 も排除きれない｡
最後に､松原､ 長谷川先生､朝日､ 牟田されに感謝 します｡それぞれ由方か
ら､親切な guidanceと有益な示唆 をわただ･:5まじた｡
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5〕たとえば､摂動計算では.各 次 数 で d i r e c t Lq C a t t e r i n g と 対 応 す る
exchangescatもerirlg と か ら の 寄 与 の 合 計 か ら ス ピ ン の 長 嶺 は 消 え る ｡
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